
到達目標

社会保障制度及び介護福祉の制度について理解することができる。また、福祉現場にお
けるマネージメントの基礎を理解することができる。

〇

介護福祉士を取り巻く状況から、介護福祉士の誕生の背景と介護福祉士の社会的役割に
つい理解することができる。

〇 〇

介護におけるリスクマネジメント、また介護従事者の健康管理について学び、安全かつ
安心できる介護サービスの提供と信頼のおける介護の実践ができる。

〇

人間の尊厳と自立を支える介護について理解ができる。また、誰もが人間としての尊厳
が護られ、生活者として主体的に生きていくことを可能にするための人権尊重を基盤と
した介護観を育むことができる。

〇

人間の多様性及び高齢者の暮らしの実際、障害のある人への理解と暮らしの実際など、
介護を必要とする人の生活環境や考え方を知る事で介護を必要とする人への理解ができ
る。め、生活支援としての介護サービスのあり方や介護従事者としての基本姿勢を理解
できる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　・介護サービスの特徴、及び介護サー
ビスの実践におけるチームケア、多職種連携・地域連携の実際を知り、医療・保険・福
祉の他の職種との連携の意義と目的、必要性を理解するすることができる。

〇 〇

１）介護におけるコミュニケーションの目的・意義について理解し、自分の言葉で説明
することができる。
２）利用者・家族との関係づくりについて理解し、言葉で説明することができる。
３）さまざまなコミュニケーション能力について理解し、演習を通してその基本を身に
つけることができる。
４）感覚機能・運動機能・認知機能などが低下している利用者についての理解を深め、
利用者の状況に応じるために必要な能力を身につけることができる。
５）対人援助職チームの一員として、グループワーク、ミーティング、カンファレンス
のあり方を理解するとともに、そのために必要なコミュニケーション能力の基本を身に
つけることができる。

〇

プレゼンテーションの技術を学びながら実際に人前で発表することを通して、社会人と
して望まれるプレゼンテーション・スキルを高めることができる。

〇

１）介護を必要とする人の尊厳と自立を守る重要性を理解できる。
２）生活支援の意義、目的を理解できる。
３）ICFの視点で生活支援のあり方をアセスメントできる。
４）適切な自立支援を行うときの視点や留意点について理解できる。
５）他職種の役割と協働について理解できる。

〇

環境・食事・排泄・入浴・清潔保持・身支度の介護実践に必要な生活支援の基礎的な知
識・技術を体験学習(デイサービス・デイサービス・グループホームなどの施設)を通し
て習得する。

〇

介護サービスを受ける利用者及びその家族の日々の生活が生き生きしたものになるよ
う、心身の支援を行うことができる。
１）アクティビティ・サービスについての理解ができる。
２）昭和という時代について理解できる。
３）昭和の文化を理解できる。

〇

介護福祉士に必要な「移動」を安全に行うするための理論を理解し、実践するための技
術を習得する。

〇

衣食住環境において高齢者や障害者の自立に向けた介助において、介護福祉士として取
得しておく必要のある技術を基礎から学び、自ら実践的に活用できる能力や利用者の個
別に対応できるための能力を習得する。

〇

１）自分の人間観や死生観を深め、尊厳の守られた死について考えを構築することが出
来る。
２）死にまつわる社会的問題を考え、高齢者の理想的なend of life の過ごし方を考え
ることが出来る。
３）高齢者の終末期の介護において、介護福祉士の果たすべき役割を理解しターミナル
ケアに対　応できる能力を養うことができる。

〇

１）介護過程の意義と目的を理解する|介護過程の展開のプロセスを理解する。
２）他の科目で学習した知識や技術を統合して基礎的なアセスメントができる。
３）他の科目で学習した知識や技術を統合して基礎的な計画の立案・実施・評価ができ
る。
４）事例学習をとおして介護過程の基礎的な展開ができる。

〇

１）利用者のよりよい生活支援を行うために事例を通して介護過程について学ぶ
２）ICFの活用してアセスメント力を高め、介護を計画を立案することができる。
３）利用者を取巻く他職種との連携をもつことができる。

〇

１）実践的な「介護過程の展開」とは何かを理解し、介護福祉士として求められる専門
性を自覚することができる。
２）介護福祉士としての理念・職業倫理・死生観をもち実践的な「介護過程の展開」の
スキルを身につけることができる。
３）介護福祉士として、「介護過程の展開」におけるチームアプローチの重要性を理解
することができる。

〇 〇 〇

１）利用者の課題を明確にする為の利用者ごとの介護計画の作成、実施後の評価やこれ
を踏まえた計画の修正といった介護過程を展開できたかどうか考察することができる
２）他科目で学習した知識や技術を総合して、具体的な介護サービスの提供ができたか
どうか評価することができる。
３）介護実習で行った介護過程を振り返り、プロセスを整理し、パワーポイントを作成
してプレゼンテーションすることができる。
４）他者の介護過程を聴き、評価が多角的にできる。
５）自己の介護実践の根拠の有無に気づき科学的な介護を展開する重要性を理解でき
る。

〇 〇 〇

介護実習前に実習に行く施設の確認や基本的な約束事項及び、生活支援技術などのオリ
エンテーションを行う。また、実習中では、必要に応じた指導や実習の情報交換を行
う。個別に応じた指導も行う。介護総合演習は、実習と組み合わせた学習である。
１）介護実習にむけて実習前は、心構え、予備知識を身につける。
２）介護実習中は個々の学生が持つ関心や対象や疑問、不安を解消し、自信をもって実
習に臨むことができる。
３）実習後は、自己の実践内容を分析し・考察し、自己覚知へとつなげ、高い専門性を
倫理性を養う。

〇

介護実習前に実習に行く施設の確認や基本的な約束事項及び、生活支援技術などのオリ
エンテーションを行う。|また、実習中では、必要に応じた指導や実習の情報交換を行
う。個別に応じた指導も行う。介護総合演習は、実習と組み合わせた学習である。

〇

介護実習１

住み慣れた地域や家での生活を支援するためのサービス：通所サービスといわれる日中
の在宅支援サービスの実際を学ぶ。
１）デイケアサービス・デイケアサービス・生活介護・訪問介護サービスを通して在宅
支援の在り方やサービスの概要が理解できる。
２）利用者の24時間、1週間、1か月の在宅生活を知り、在宅におけるサービスを受けて
いる利用者と家族の現状と課題を知る。
３）利用者に対して基本的なコミュニケーション方法を学ぶ。
４）報告・相談・連絡、記録をすることができる。
５）主体的に自己を振り返り、目標や課題を挙げることができる。

〇

介護実習２－
１

個別ケアを行う為の個々の生活のリズムや個性を理解し、利用者の課題を明確にする為
の利用者ごとの介護計画の作成、実施後の評価やこれを踏まえた計画の修正といった介
護過程を展開し、他科目で学習した知識や技術を総合して、具体的な介護サービスの提
供を基本とする実践力を習得する。

〇 〇

介護実習２－
２

自己の受け持ち利用者に、これまで、或いは、現在、今後において他職種がどのように
関わってきたのかを知り、連携の在り方を学ぶ。現在、介護計画において、どの職種と
どのような連携が必要かを習得する。

〇 〇 〇

１）老年期を発達段階の最終章と捉え、心の変化と特徴を学び生活支援のアセスメント
に役立てることが出来る。
２）高齢者特有の性格などを学び、エビデンスに基づく日常生活支援を考えること。
３）高齢者の尊厳とQOLについて考え、自分の介護観を養う。
４）ボランティア参加を最小１回は出席のこと。開催内容等については、担当者より提
示する。

〇 〇

認知症の基礎的理解を行い、任離床の人の心理、認知症のケアと権利を守ることを学
ぶ。、家族の支援、本人のみならず家族を含めた周囲の環境にも配慮した介護の視点を
習得する。

〇 〇

１）様々な障害の基礎的理解ができる。
２）様々な障害のある人の生活の支援方法が理解できる。
３）様々な障害のある人の社会参加の意義が理解できる。
４）様々な障害者のと家族の支援の必要性が理解できる。
各障害に伴う講義目標は、講義で示します。ただし、聴覚障害についてのみ、以下示し
ます。
・コミュニケーション保障が聴覚障害者支援の質の善し悪しを左右する。安心できる支
援をするにはどうあればよいのか。聴覚障害児・者支援の基本と実践技術の習得をめざ
す。

〇 〇

１）高齢者のこころのしくみについて学習する。高齢者の精神的健康について基本的な
状態像を知る。
２）生活支援技術の根拠となる人体の構造、機能を理解する。

〇 〇

医療的ケア実施にあたっての基礎知識として、関連する法制度や倫理、関連職種の役
割、救急蘇生法、感染予防及び健康状態の把握などを学修する。

○ ○ ○ ○

医療職との連携のもとで医療的ケアを安全・適切に実施できるよう必要な基礎知識を習
得する。

○ ○ ○ ○ ○

医療的ケア

介護実習

専攻科福祉専攻　カリキュラムマップ

ディプロマポリシー及びカリキュラムポリシーを踏まえ、求める学生像は以下のとおりである。
１）保育の学びをいかして生活支援が必要な子どもから高齢者に対して尊厳を遵守した関わりができる能力を身に付けることのできる人
２）介護の専門的な知識や技能(技術)を習得し豊かな人間性を備えた支援者をめざすことができる人
３）医療職等他の専門職と連携協働ができ、常に介護に対する探究心をもち課題解決に取り組もうとすることができる人　　である。

求められる人間像

1.他者に共
感でき、相
手の立場に
立って考え
られる姿勢
を身につけ
る

2.あらゆる
介護場面に
共通する基
礎的な介護
の知識・技
術を習得す
る

3.介護実践
の根拠を理
解する

4.介護を必
要とする人
の潜在能力
を引き出
し、活用・
発揮させる
ことの意義
について理
解できる

5.利用者本位
のサービスを
提供するた
め、多職種協
働によるチー
ムアプローチ
の必要性を理
解できる

7.他の職種
の役割を理
解し、チー
ムに参画す
る能力を養
う

8.利用者ができるだけな
じみのある環境で日常的
な生活が送れるよう、利
用者ひとりひとりの生活
している状態を的確に把
握し、自立支援に資する
サービスを総合的、計画
的に提供できる能力を身
につける

9.円滑なコ
ミュニケー
ションの取
り方の基本
を身につけ
る。
（障害に合
わせた）

10.的確な記録・
記述・発表の方
法を身につける

11.人権擁護の視
点、職業倫理を身に
つける

 豊橋創造大学短期大学部で所定の単位を修めた者は、本学の「文化の向上を目指し、創造性豊かな人間味溢れる人格の形成と新しい
時代に適応する職業的教育」を目的として、「地域福祉に貢献し得る社会人（市民）、職業人として、心身ともに健全な人格の形成者
を育成する」ことを使命とした建学の精神と教育理念に基づいて、以下の基準を満たしていると認め、専攻科福祉専攻の介護福祉士の
修了証が授与される。
１）介護福祉士の専門的な知識・技術を修得し、実践する能力を身につけている
２）他の職種の役割を理解し、チームに参画する能力を身につけている
３）利用者の状況についてアセスメントし、計画的に介護が提供できる能力を身につけている
４）個別の状態に応じたコミュニケーション能力を身につけている。
５）人権擁護の視点や職業倫理を身につけている。

6.介護に関
する社会保
障の制度、
施策につい
ての基本的
理解ができ
る

ディプロマポリシー

カリキュラムポリシー

１．教育目標
 本学の教育理念に則り、保育士養成施設の卒業者を対象に、介護福祉の知識と技能を習得し、人権を尊重し健康的な日常生活を支え
る科学的思考と文化的かつ創造的な人間性を併せもつ感性豊かな専門的職業人の養成を目標とする。
専攻科福祉専攻では、「人間と社会」「こころとからだ」「介護」「医療的ケア」の４領域に科目を分類して、カリキュラム編成をし
ている。
１）介護福祉士に関する講義・演習・実習等を通して、支援を必要とする人たちの人間理解を深め、専門職としての倫理的態度を涵養
する。
２）介護に関する医学・リハビリ・栄養学など他職種についての学習を通し、他職種と連携協　働できる知識・能力を養う。
３）障がい者・高齢者施設で段階的な実習をすることによって、理論と実践の融合化を図り、　介護の実践力を養う。
４）地域活動を通して、支援を必要とする人たちを取り巻く環境の重要性を理解し、介護の専門職としてリーダーシップをとる。

領域

人間と社会

介護

こころと
からだの
しくみ

授業科目

介護福祉制度

介護福祉基礎学１

介護福祉基礎学２

介護福祉基礎学３

介護福祉基礎学４

コミュニケーション技術１

コミュニケーション技術２

生活支援技術１

生活支援技術２

生活支援技術３

生活支援技術４

生活支援技術５

生活支援技術６

介護過程１

介護過程２

介護過程３

介護過程４

こころとからだのしくみ

医療的ケア１

医療的ケア２

介護総合演習１

介護総合演習２

発達と老化の理解

認知症の理解

障害の理解


